
令和元年 9月 8日 (日 )
四季の森公園自然観察会 [秋の草花を楽しむ]

NPO法人 四季の森里山研究会

担当 :渡部・ 角田 。江頭・ 松崎
「今日は何の日」

・ 二十四節気  『白露 (は <ろ )』 :大気が冷えてきて、露ができ始める頃
・ 重陽 (ちようよう)の節句 9月 9日 :菊に長寿を祈る日:「陽 (奇数)が重なる日 (奇数の中

で一番大きな数字)と言う意味で重陽と言われている。
1.秋の七革

「霧の花 彎糧 著雅 瑾髪の花 貿畿務 また 留:軍ξ 覇雲の花」
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`萩  日本の秋を代表する花、万葉集に詠まれた歌 10Э 首以上で最も多い
。朝貌 (キキョウ)朝 顔 (平安時代中期に日本に渡来、万葉集の奈良時代にはなかった)
。キキヨウ フジバカマ 急速に減り、環境省から絶滅危惧種に指定されている

2.今の時期に見られる革花  「花の画鑑」四季の森公園管理事務所発行 参照
・自緑の花 ウト、ガガイモ、アキノノゲシ、ヒヨドリバす、シラヤマギク、ヤマホトトギス
・黄、茶の花 キンミズヒキ、ヤプタバコ、キバナコスモス
・橙、桃、赤、青、紫の花 ミズヒキ、ミソハギ、ミゾソバ、ォシロィバす、フジヵンゾウ

ヌスピトハギ、ノダケ、キッネノマゴ、タイアザミ、ヒガンバナ
・植物の実 ヨウシュャマゴボウ、カラスウリ

3.公園で見られる主な樹木
樹木の特長、名前の由来、用途等を観察

・落葉広葉樹 カツラ、クリ、クヌギ、ヒメサワグルミ、シすサヮグルミ、クワ、ケヤキ
コすラ、サクラ、ミズキ

・常緑広業樹 シラカシ
・常緑針葉樹 スギ、ヒノキ

次回 自然観察会 10月 13日 (日)[里山の果実と種子]ぜひ、ご参加<ださい。


